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研究成果の概要 

申請時に予備的結果として得られていた層状ペロブスカイト型の Ba1.75LiH2.7O0.9 (BLHO) [1]への元素

置換（Ba → K，Li → Na）による相転移温度の低温化（超イオン導電相の低温安定化）については，

データの再現性と相転移挙動の解明により、論文として発表することができた[2, 3]. 多元素化に基

づく配置エントロピーの効果で相転移温度が低下しただけではなく，元素置換を施す位置と置換種に

よって導電率の温度依存性に有意な違いが認められた．この点は，格子とキャリアである H–の相互作用

の違いが導電率の温度依存性に影響を与えていることを示唆しており，H–超イオン導電の機構解明に向

けた研究にも活用できる知見である． 
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 蛍石型構造の酸水素化物に関しては，電気的陽性なカチオンの固溶による H–輸率の改善を確認した．

全固体セルを作製し，Tiの電気化学的な水素化を室温で実現した． 

 

電極材料開発においては，非加熱合成プロセスであるメカノケミカル法を活用することによって，合

成時に原料が還元されて金属析出が生じる酸水素化物特有の問題が回避できるようになってきた．こ

れにより，H–導電性材料の分野全体で停滞気味であった遷移金属酸水素化物の物質開発が大幅に進展

した．構造，組成，物性の評価ができ次第，随時報告していく．  
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